（様式１－１）
平成30年度 研究プロジェクト推進経費（戦略的研究推進経費）
戦略プロジェクト研究申請書
	研究総括責任者
氏名・職名
	

	研究実施責任者名

氏名・職名
	

	関連する全部局等名

※代表部局名に下線
	

	研究事業名
	

	研究領域番号

※いずれかの領域に○
	研究領域１　・　研究領域２　・　研究領域３

	プロジェクト実施期間
※いずれかに○
	３年間　・　単年度


(研究経費)

	
	年度
	研究経費

（千円）
	使用内訳（千円）
	

	
	
	
	設備備品費
	消耗品費
	旅費
	人件費・謝金
	その他
	

	
	平成30年度
	
	
	
	
	
	
	

	
	平成31年度
	
	
	
	
	
	
	

	
	平成32年度
	
	
	
	
	
	
	


※単年度で終了するプロジェクトの場合は、平成30年度のみ記入し、平成31､32年度の欄は削除すること。
	プロジェクト研究組織　※別途、プロジェクト研究者調書を添付すること。

	
	氏名
	所属部局・職名
	役割分担
	

	
	
	
	
	


	
	研究目的　適宜、図表等を用いてわかりやすく記載すること。
	

	
	１．研究の学術的背景（本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ、申請者のこれまでの研究成果を踏まえ着想に至った経緯、これまでの研究成果を発展させる場合にはその内容等）
２．研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか

３．当該分野における本研究の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義
	


	
	研究計画・方法　適宜、図表等を用いてわかりやすく記載すること。

	

	
	
	


	終了後の取り組み　適宜、図表等を用いてわかりやすく記載すること。
（研究終了後の取り組みについて具体的に記載。）

	


	人権の保護及び法令等の遵守への対応

本欄には、研究計画を遂行するにあたって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等に基づく手続きが必要な研究が含まれている場合に、どのような対策と措置を講じるのか記述してください。
例えば、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、提供を受けた試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、組換えＤＮＡ実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続きが必要となる調査・研究・実験などが対象となります。

なお、該当しない場合には、その旨記述してください。

	


(平成30年度所要額明細)
	積　算　内　訳
	金　　額（千円）
	備　　　　考

	　人件費
  謝金
  旅費

　備品費

　消耗品費

　印刷費

　○○○○

	○，○○○
　　○，○○○
　　　○，○○○

　　　○，○○○
　　　○，○○○
　　　○，○○○
　　　○，○○○

	（例）

○,○○○円×○人＝○○,○○○円

○,○○○円×○人×○回＝○○,○○○円

沖縄－東京

○,○○○円×○人×○回＝○○,○○○円

	計
	
○，○○○
	


※単年度で終了するプロジェクトの場合は、平成30年度のみ記入し、平成31､32年度の明細表は削除すること。
(平成31年度所要額明細)

	積　算　内　訳
	金　　額（千円）
	備　　　　考

	　人件費
  謝金
  旅費

　備品費

　消耗品費

　印刷費

　○○○○


	○，○○○
　　○，○○○
　　　○，○○○

　　　○，○○○
　　　○，○○○
　　　○，○○○
　　　
	（例）

○,○○○円×○人＝○○,○○○円

○,○○○円×○人×○回＝○○,○○○円

沖縄－東京

○,○○○円×○人×○回＝○○,○○○円

	計
	
○，○○○
	


(平成32年度所要額明細)

	積　算　内　訳
	金　　額（千円）
	備　　　　考

	　人件費
  謝金
  旅費

　備品費

　消耗品費

　印刷費

　○○○○


	○，○○○
　　○，○○○
　　　○，○○○

　　　○，○○○
　　　○，○○○
　　　○，○○○
　　　○，○○○

	（例）

○,○○○円×○人＝○○,○○○円

○,○○○円×○人×○回＝○○,○○○円

沖縄－東京

○,○○○円×○人×○回＝○○,○○○円

	計
	
○，○○○
	


（用語解説）
	


（別紙）
	プロジェクト研究者調書(研究者毎に１枚)

	（所属部局・職名）

　　　 　
（　氏　　　名　）　　

（学位及び現在の専門）

	研究・教育歴と主な研究成果（これまでの研究教育歴を時系列で標記し、各時期の主な研究成果を、裏面の研究業績と対応させて記載すること。）
（記入例）
１）昭和◯◯年～◯◯年 ◯◯大学◯◯学部 博士研究員
　　・□□□教授のもとで◯◯◯◯◯について研究し、△△△の成果を得た。（研究業績◯◯に対応）

２）昭和◯◯年～◯◯年 ◯◯大学◯◯学部 助手

　　・◯◯◯◯◯について研究し、△△△の成果を得た。（研究業績◯◯に対応）

３）昭和◯◯年～○○年 ◯◯研究所 研究員

　　・◯◯◯に関する研究に従事し、△△△の成果を得た。（研究業績◯◯に対応）
４）平成◯◯年～◯◯年 ◯◯大学◯◯学部准教授
　　・◯◯◯について研究し、△△△の成果を得た。（研究業績◯◯に対応）

　　・◯◯◯の講義を担当した。

　　・◯名の博士の学位審査の主査、◯名の修士の学位審査の主査をした。

５）平成◯◯年～ 琉球大学◯◯学部教授
　　・◯◯◯について研究し、△△△の成果を得た。（研究業績◯◯に対応）

　　・◯◯◯の講義を担当している。

　　・◯名の博士の学位審査の主査、◯名の修士の学位審査の主査をした。



	本プログラムにおける役割（本プログラムの実施にあたっての関わり方や、研究における役割について記入する。）

	参考（受賞名及び受賞年度、国際会議発表状況〔基調講演、招待講演等を特記〕、国際会議主催状況、外部資金獲得状況など、積極的に提供すべき情報を記載する。)

（記入例）
１）受賞状況

・昭和◯◯年　◯◯学会◯◯賞受賞（△△△に関する研究）

２）国際学会発表状況
・平成◯◯年　○○学会において基調講演：タイトル

・平成◯◯年　○○学会において招待講演：タイトル

３）国際学会等主催状況

・平成◯◯年　○○学会（那覇市で開催）を組織委員長として主催：参加人数○○人

４）外部資金獲得状況

・平成○○年～◯◯年：科研費若手研究Ｂ（研究費総額○○千円）：タイトル

・平成○○年～◯◯年：科研費基盤研究Ａ（研究費総額○○千円）：タイトル


<<表面>>
	研究業績：主な発表論文名･著書名(論文名,著書名,学会誌名,巻,号,最初と最後の頁,発表年(西暦)の各項目を必ず記載すること。本人に下線を引くこと。)（各論文等に、特記すべきこと〔論文賞の受賞、高い被引用件数など〕があれば、個々の記載の末尾に追記する。なお、研究業績の記載はこの1ページに収めること。）

	


<<裏面>>
1
2

